
18南島原市議会だより No.5819 南島原市議会だより No.58

報告第11号 令和元年度南島原市健全化判断比率及び資金不足比率の
報告について

令和2年  9月16日 受　　理

報告第12号 株式会社ミナサポの経営状況に関する書類の提出について 令和2年  9月16日 受　　理

報告第13号 株式会社原城振興公社の経営状況に関する書類の提出について 令和2年  9月16日 受　　理

議案第77号 南島原市新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給等基金条例
の制定について

令和2年10月  6日 原案可決

議案第78号 埋立地用途変更許可申請に係る意見について 令和2年10月  6日 原案可決

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

令和２年度南島原市一般会計補正予算（第６号） 令和2年10月  6日 原案可決

令和２年度南島原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 令和2年10月  6日 原案可決

令和２年度南島原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 令和2年10月  6日 原案可決

財産の取得について（ＧＩＧＡスクール対応教育用端末） 令和2年10月  6日 原案可決

認定第1号 令和元年度南島原市一般会計歳入歳出決算の認定について

ＭＩＮＡコイン

令和2年10月  6日 認　　定

認定第2号 令和元年度南島原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第3号 令和元年度南島原市宅地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第4号 令和元年度南島原市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

令和2年10月  6日 認　　定

認定第5号 令和元年度南島原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について

令和2年10月  6日 認　　定

認定第6号 令和元年度南島原市水道事業会計決算の認定について 令和2年10月  6日 認　　定

諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和2年10月  6日 答申（適任）

諮問第4号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和2年10月  6日 答申（適任）

発議第4号 「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に
対し地方税財源の確保を求める意見書」の提出について

令和2年10月  6日 原案可決

議員派遣について 令和2年10月  6日 決　　定

閉会中における各委員会の継続調査申出について 令和2年10月  6日 決　　定

議決の結果議決年月日件　　　　　　　名議案番号
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令和２年第３回定例会で意見が分かれた議案の採決

認定第1号 認　　定
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《
反
対
》

　
３
点
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
こ
の
予
算
に
関
係
す
る
事

業
と
し
て
、
口
之
津
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
に
対
す
る
予
算

が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
経

過
を
説
明
す
る
。
平
成
29
年

度
口
之
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
建

設
の
た
め
、
県
と
市
で
口
ノ

津
港
の
埋
立
て
を
さ
れ
て
い

る
。
事
業
費
と
し
て
南
島
原

市
は
県
へ
委
託
金
１
億
８
千

万
円
を
負
担
し
て
い
る
。
平

成
30
年
３
月
埋
め
立
て
完
了

直
後
、
地
盤
沈
下
が
始
ま
り
、

５
月
の
連
休
明
け
ご
ろ
は
、

最
大
で
30
セ
ン
チ
、
平
均
15

セ
ン
チ
の
、
地
盤
沈
下
の
発

生
。
12
月
10
日
の
全
協
の
中

で
は
、
市
長
は
地
盤
沈
下
で

は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

平
成
31
年
と
令
和
元
年
６
月

補
正
予
算
を
計
上
さ
れ
、
説

明
が
あ
っ
た
が
、
前
年
度
の

30
年
６
月
ご
ろ
、
地
盤
沈
下

抑
制
工
事
の
た
め
、
薬
液
注

入
の
事
業
費
６
，
７
０
０
万
、

く
い
工
事
２
３
０
万
を
、
予

算
の
確
保
を
せ
ず
、
建
設
受

注
者
に
追
加
工
事
と
し
て
出

さ
れ
、
そ
の
事
業
費
を
、
翌

年
令
和
元
年
６
月
の
補
正
で

計
上
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
に
対
し
て
は
地
方

自
治
法
違
反
で
あ
る
と
思

う
。
地
方
公
共
団
体
は
予
算

主
義
で
い
く
の
が
本
来
基
本

中
の
基
本
で
あ
る
。
予
算
が

な
け
れ
ば
、
執
行
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
わ
か
っ
て

い
る
は
ず
と
思
う
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
、

事
務
処
理
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
報
告
さ
れ
、
陳
謝
さ
れ

て
い
る
が
、
行
政
処
分
も

行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
残
念
に
思
う
。
こ
う
い

う
行
為
を
改
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　
２
点
目
。
大
型
給
食
セ
ン

タ
ー
。
一
セ
ン
タ
ー
と
い
う

こ
と
で
工
事
が
進
ん
で
い
る

が
、
現
在
で
も
半
数
の
議
員

が
こ
の
こ
と
に
納
得
せ
ず
、

一
般
質
問
で
も
ま
だ
続
け
ら

れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
こ
の

事
業
費
を
知
っ
た
の
は
平
成

28
年
２
月
と
10
月
に
、
五
つ

の
改
修
事
業
、
事
業
費
が
11

億
４
，
８
０
０
万
。
そ
れ
に

か
わ
る
一
セ
ン
タ
ー
が
約
11

億
８
，
４
０
０
万
と
い
う
説

明
を
、
も
ら
っ
て
い
た
が
、

現
時
点
、
令
和
元
年
に
は
、

20
億
の
予
算
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
説
明
を

求
め
て
い
る
が
、

理
解
で
き
る
よ
う

な
説
明
が
な
い
ま

ま
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
令
和

元
年
の
補
正
、
令

和
元
年
の
決
算
で

は
、
補
正
の
と
き

も
、
修
正
案
を
出

し
て
も
否
決
さ

れ
、
そ
の
後
、
厨

房
に
対
す
る
入
札

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

賛
否
討
論

の
結
果
、報
告
に
つ
い
て
は
、

否
決
さ
れ
て
お
り
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
は
、
５
人
の
反
対
が

あ
っ
て
い
る
。
予
算
に
つ
い

て
、
こ
の
厨
房
の
入
札
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
８

人
反
対
を
さ
れ
て
い
る
。

　
あ
と
１
点
は
、
元
議
員
の

裁
判
の
傍
聴
が
、
議
長
の
公

務
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題

提
起
を
聞
い
て
お
り
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
公
務

に
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
こ
の
３
点
を
挙
げ

て
、
反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論
な
し

【
認
定
第
１
号
】
令
和
元
年
度
南
島
原
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

工事進行中の新学校給食センター
（旧龍石小学校跡地　西有家町）


